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炉
iお

悪
天
候
の
予
報
に
よ
り
渡
島
が
心
配
さ
れ
た
五
月
二
十
七
日
、

当
日
は
渡
島
の
叶
う
天
候
と
な
り
、
二
五
0
名
の
参
加
者
が
絶
海

の
孤
島
沖
ノ
島
に
渡
り
、
沖
津
宮
現
地
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

我
国
の
命
運
を
掛
け
た
日
本
海
海
戦
は
明
治
三
十
八
年
五
月

二
十
七
日
、
沖
ノ
島
の
北
西
、
対
馬
海
峡
よ
り
始
ま
っ
た
。
そ
の

状
況
は
、
当
時
沖
ノ
島
に
い
た
当
大
社
職
員
も
鮮
明
に
日
誌
に
記

録
し
て
い
る
。

沖
津
宮
現
地
大
祭
は
、
こ
の
日
本
海
海
戦
を
勝
利
に
導
い
た
先

人
達
を
顕
彰
し
、
併
せ
て
国
の
平
安
を
祈
願
す
る
た
め
、
毎
年
、

五
月
二
十
七
日
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
平
素
、
沖
ノ
島
へ
の
渡
島

は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
年
に
一
度
こ
の
日
だ
け
は
特
別
に
一
般

｀
□
只
汀
i
O
筑
前
大
島
一

に
参
集
。
当
大
社
中
津
宮
に
て
午
後

六
時
か
ら
斎
行
さ
れ
る
渡
島
安
全

祈
願
祭
に
参
列
し
、
翌
日
の
渡
島
の
一

無
事
を
祈
念
し
た
。
祭
典
後
、
高
向
―

宮
司
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
引
―

率
の
神
職
か
ら
説
明
・
諸
注
意
を
受
一

け
各
自
大
島
の
宿
に
参
籠
し
た
。

悪
天
候
の
予
報
に
よ
り
渡
島
が

傘

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

・
｛
巳
年
の
今
年
も
半
ば
ま
で

来
た
が
、
蛇
を
巡
る
故
事
と

さ
ん
す
く

し
て
著
名
な
も
の
で
「
三
疎

か
え
る
な
め
く
じ

ロ
み
」
が
思
い
浮
か
ぶ
。
「
三
疎

み
」
と
は
、
古
来
蛙
は
蛇
を
、
蛇
は
括
鍮

を
、
括
鍮
は
蛙
を
恐
れ
て
い
る
と
考
え

そ
れ
ぞ
れ
が
疎
む
様
子
を
示
し
、
転
じ

け
ん
せ
い

て
こ
れ
に
限
ら
ず
三
者
が
互
い
に
牽
制

さ
ま

し
合
い
身
動
き
が
出
来
な
い
状
を
表
す
。

こ
れ
を
身
近
に
で
き
る
も
の
は
、
グ
ー
・

チ
ョ
キ
・
パ
ー
の
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
で
、
全

く
同
じ
構
造
で
あ
る
▼
こ
の
構
造
、
我

が
国
を
取
巻
く
国
際
情
勢
に
も
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。
日
中
韓
の
三
国
は
、

隣
国
で
あ
る
故
に
経
済
的
に
は
密
接
で

け
い
い

あ
る
も
三
者
共
に
そ
の
歴
史
的
経
緯
・

領
土
問
題
な
ど
か
ら
不
仲
で
あ
る
。
そ

れ
が
経
済
に
も
悪
影
響
を
落
と
し
て
久

し
い
▼
十
年
程
前
に
囲
碁
ブ
ー
ム
を
起

こ
し
た
「
ヒ
カ
ル
の
碁
』
と
い
う
漫
画
が

あ
る
。
そ
の
最
終
回
は
、
主
人
公
を
巻

き
込
ん
だ
日
中
韓
団
体
戦
で
あ
っ
た
。

漫
画
で
は
誤
解
を
乗
り
越
え
三
国
共
通

の
囲
碁
文
化
を
通
じ
て
の
友
情
と
互
い

が
更
な
る
研
鑽
を
積
む
事
を
約
し
て
い

る
▼
三
国
は
、
共
通
の
文
化
も
多
く
互

い
に
影
響
し
合
う
関
係
で
あ
っ
た
の
に

こ
だ
わ

小
異
に
拘
り
不
仲
を
続
け
る
事
が
い
い

加
減
に
損
で
あ
る
と
気
付
か
な
い
の
か
。

こ
の
状
態
を
本
当
に
一
番
喜
ん
で
い
る

の
は
、
欧
米
を
始
め
と
し
た
白
人
の
経

済
圏
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
三
国
が
協

調
関
係
を
構
築
す
る
な
ら
ば
、
世
界
経

け
ん
い
ん

済
を
牽
引
し
て
史
上
に
「
ア
ジ
ア
の
時

代
」
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
一
時
代
を

築
く
事
が
出
来
る
の
だ
が
：
·
。
（
佐
）
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危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、
当
日
は
渡
一
に
鎮
座
す
る
沖
津
宮
本
殿
へ
は
、
こ
」
よ
り
直
会
が
行
わ
れ
、
刺
身
、
煮

島
の
叶
う
天
候
と
な
り
、
午
前
七
二
四
百
段
に
及
ぶ
参
道
を
進
ん
だ
。
：
魚
、
そ
の
煮
汁
で
い
た
だ
く
素
麺

時
半
、
大
島
渡
船
「
し
お
か
ぜ
」
・
一
午
前
九
時
三
十
分
、
沖
津
宮
本
一
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
神

「
宝
栄
丸
」
・
「
恵
比
須
丸
」
・
「
エ
一
殿
に
て
現
地
大
祭
斎
行
。
御
神
前
一
の
島
で
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

ビ
ス
I
I
」
.
「
ア
ク
ア
シ
ャ
イ
ン
」
に
一
に
は
全
国
各
地
の
参
拝
者
か
ら
の
こ
海
上
模
様
悪
化
の
た
め
、
予
定
よ

各
々
乗
船
。
家
族
•
関
係
者
に
見
送
一
御
神
酒
・
奉
献
品
が
供
え
ら
れ
、
一
り
早
い
午
前
十
一
時
半
、
慌
し
く

ら
れ
一
路
沖
ノ
島
を
目
指
し
た
。
二
晶
向
宮
司
が
日
本
海
海
戦
を
顧
み
：
各
船
に
乗
り
込
み
、
荒
波
の
な
か

午
前
九
時
に
は
全
船
沖
ノ
島
に
到
二
L
国
家
・
皇
室
の
御
安
泰
、
国
民
の

□
沖
ノ
島
を
離
島
、
午
後
一
時
半
に

着
。
一
同
直
ち
に
、
海
中
で
楔
を
行
二
平
穏
を
祈
る
祝
詞
を
奏
上
。
続
い
こ
ほ
全
船
が
大
島
に
到
着
。
参
拝
者

い
心
身
共
に
清
め
た
後
、
島
の
中
腹
二
J
宮
司
以
下
各
代
表
が
順
次
玉
串
こ
は
そ
の
場
で
解
散
と
な
り
各
々
帰

FJ
を
奉
莫
、
敬
虔
な
祈
り
の
一
路
に
つ
い
た
。

i
 

3

な
か
滞
り
な
く
祭
典
は
終
―
一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な

了
し
た
。
一
い
女
性
・
子
供
は
、
現
地
の
祭
典
と

そ
の
後
、
波
止
場
で
は
二
ほ
ぼ
同
時
刻
に
大
島
「
沖
津
宮
逝

当
大
社
中
津
宮
の
氏
子
組
」
拝
所
」
の
祭
典
に
参
列
し
、
遥
か

織
で
あ
る
沖
・
中
両
宮
奉
一
五
十
キ
ロ
先
の
沖
ノ
島
に
祈
り
を

賛
会
、
同
翼
賛
会
の
奉
仕
二
捧
げ
た
。

平
成
二
十
五
年
度

＂
昌
鼠
氏
子
会
総
代
総
会

5
`
q

五
月
二
十
三
日
、
今
年
度
第
一
二
り
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
な
わ
れ
、
該

回
目
の
氏
子
会
総
代
総
会
が
氏
子
：
当
者
を
代
表
し
て
田
島
地
域
吉
田

会
置
鮎
会
長
以
下
一
0
四
名
出
席
一
区
の
岩
佐
勝
俊
評
議
員
に
置
鮎
会

の
下
、
開
催
さ
れ
た
。
こ
衰
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
総
会

開
催
に
先
立
ち
本
殿
に
て
正
式
こ
ほ
無
事
閉
会
し
た
。

参
拝
、
清
明
殿
に
移
動
し
、
開
会
。
一
本
年
度
よ
り
新
た
に
御
就
任
頂

神
宮
並
皇
居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
一
い
た
、
総
代
・
評
議
員
の
皆
様
に
は

神
生
活
の
綱
領
を
一
同
唱
和
し
、
会
丁
今
後
の
大
社
の
諸
行
事
・
祭
典
等
へ

長
、
高
向
宮
司
が
挨
拶
を
行
い
議
事
一
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
引

ぃ
：
月
[
『
[
[
い

-
n
`
`

間
間
。
[
]
`
[
t
f

[
[
O
]

本
年
は
役
員
改
選
の
年
と
な
り
、

去
る
三
月
の
評
議
員
会
時
に
各
地

区
よ
り
選
出
頂
い
た
、
昨
期
の
役
員

の
皆
様
に
今
期
も
留
任
い
た
だ
く
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
葦
津
権
宮
司
か
ら
本
年

よ
り
愈
々
進
め
ら
れ
る
平
成
ノ
大
造

営
の
件
に
つ
い
て
御
造
営
の
計
画
・

予
算
の
説
明
を
行
い
、
皆
様
へ
の
御

協
力
を
お
願
い
し
た
。

最
後
に
、
本
年
度
よ
り
総
代
・
評

議
員
に
新
た
に
就
任
頂
い
た
方
々
へ
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武
石
全
慈
（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

岡
部
海
都
（
九
州
環
境
管
理
協
会
研
究
員
）

ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
ど
家
鼠
類
の

i
ち
時
期
で
あ
る
四
月
下
旬
と
五
月

了
上
旬
に
設
定
し
ま
し
た
。
カ
ン
ム

-
i
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
ヒ
ナ
は
卵
か
ら
ふ

：
化
す
る
と
、
そ
の
わ
ず
か
一s
二
日

i
後
の
夜
に
は
、
親
鳥
の
鳴
き
声
に
誘

沖
ノ
島
と
そ
の
属
島
の
小
屋
島
一
今
年
の
四
月
二
十
五

s

二
十
七
：
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
繁
殖
し
て
い
る
の
了
わ
れ
て
海
上
へ
出
て
い
き
ま
す
。
こ

は
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
、
カ
ン
ム
一
日
と
五
月
二s
四
日
（
強
風
の
た
め
二
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
（
本
二
り
時
に
は
繁
殖
コ
ロ
ニ
ー
の
周
辺
の

リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
'
-
日
順
延
）
に
、
宗
像
大
社
様
の
許
二
誌
第
六
一
七
号
）
。
そ
こ
で
今
年
は
こ
海
上
か
ら
は
親
鳥
が
ヒ
ナ
を
呼
ぶ

メ
な
ど
、
海
鳥
の
重
要
な
繁
殖
地
二
円
を
得
ま
し
て
、
沖
ノ
島
と
小
屋

□
沖
ノ
島
で
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
一
声
が
盛
ん
に
聞
か
れ
ま
す
。
沖
ノ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ブ
ネ
こ
島
で
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
と
家
鼠
二
り
繁
殖
を
確
認
し
よ
う
と
し
ま
し
二
島
の
北
側
や
東
側
の
海
岸
線
は
急

ズ
ミ
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ッ
カ
不
ズ
ミ
ニ
類
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
了
た
。
i
峻
な
崖
が
続
く
た
め
、
陸
地
か
ら

の
い
わ
ゆ
る
家
鼠
類
三
種
も
記
録
i
昨
年
四
月
下
旬
の
夜
間
に
行
な
一
ま
た
、
沖
ノ
島
の
家
鼠
類
に
よ
二
営
巣
場
所
を
探
す
こ
と
は
か
な
り

さ
れ
て
い
て
、
海
鳥
の
繁
殖
へ
の
被
一
わ
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
サ
ー
ベ
イ
：
竺
烏
類
の
繁
殖
へ
の
影
響
が
心
配
：
危
険
で
す
し
、
ま
た
入
り
込
め
な

害
が
懸
念
さ
れ
、
実
際
の
被
害
も
二
C

は
、
沖
ノ
島
の
北
側
及
び
東
側
の
一
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
北
ア
メ
リ
カ
i
い
場
所
も
広
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ

生
じ
ま
し
た
（
本
誌
第
五
七
七
号
）
。
こ
海
上
で
も
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
：
や
小
笠
原
諸
島
で
島
の
生
態
系
保
二

C

も
し
海
面
が
静
穏
な
状
態
で
あ

見
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
：
全
の
た
め
に
家
鼠
類
駆
除
を
積
極
了
れ
ば
、
夜
間
に
船
で
沖
ノ
島
の
岸
近

れ
て
い
た
小
屋
島
だ
け
で

□
的
に
行
な
っ
て
い
る
研
究
者
六
名
を
：
く
を
回
れ
ば
、
容
易
に
繁
殖
コ
ロ

な
く
、
沖
ノ
島
で
も
カ
ン
ム
ニ
珀
い
て
、
沖
ノ
島
の
状
況
を
見
て
い
―
ニ
ー
の
位
置
を
特
定
で
き
る
も
の

?
t
,
l
,
'
た
だ
き
助
言
を
得
る
こ
と
に
し
ま
了
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
残
念

一

し
た
。
そ
れ
ら
の
方
々
は
、

D

．
一
な
が
ら
、
こ
の
四
月
下
旬
は
波
高

゜＼
ー
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
氏
（
ア
メ
リ
カ
合
：
が
二

S
三
認
も
あ
り
、
船
で
回
っ
て

，
ぃ
衆
国
）
とG
・
ホ
ー
ワ
ー
ル
ド
氏
、
：
み
た
も
の
の
全
く
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス

A
 .

.

.

 

B
.
M
・
フ
ィ
ッ
ツ
ァ
ー
ル
氏
、
A
こ
ズ
メ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

｀
｀
｀
ー
ラ
イ
ト
氏
の
三
名
（
カ
ナ
ダ
）
と

0

二
で
し
た
。
五
月
二
日
と
三
日
の
夜

一
．
玲

り
ラ
ン
グ
ラ
ン
ド
氏
（
フ
ラ
ン
ス
）
と
橋
こ
間
に
は
船
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

.
9ぃ
本
琢
磨
氏
（
自
然
環
境
研
究
セ
ン
：
し
た
が
、
三
日
に
小
屋
島
近
く
で

-
P
 .

.

 

h-

.
」
タ
ー
）
で
す
（
写
真l)。
ウ
ィ
ッ
ト
丁
刀
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
ヒ
ナ
l

羽

者
土

加
ー
ワ
ー
ス
氏
は
昨
年
も
来
ら
れ
て
調
：
を
連
れ
た
親
鳥
2

羽
を
確
認
し
た

参
i疇

査
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
：
も
の
の
（
写
真

2
)、
沖
ノ
島
の
周
囲

遁
｀利

さ
て
、
今
回
の
調
査
期
日
は
、
力
ニ
C

は
ヒ
ナ
連
れ
の
家
族
は
見
つ
け

真写
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
ヒ
ナ
の
巣
立
一
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

:
`
r
,
l
'
t
 

◆
七
月
三
十
一
日
（
水
）

午
後
五
時
S

お
お
は
ら
え

◆
大
祓
神
事
引
き
続
き

夏
越
祭
斎
行

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
大
祓

神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流

行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様
方
の

心
身
の
罪
・
穣
を
人
形
に
託
し
て
祓

い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、
毎

日
を
無
事
に
過
ご
し
て
い
た
だ
＜

た
め
の
祈
り
を
込
め
た
神
事
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し

ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
ご
し
夏
越
の
大
祓
神
事

ご
案
内
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沖
ノ
島
の
北
側
海
域
で
は
カ
ン
ム
ニ
写
真
3
)。
そ
の
捕
獲
場
所
は
、
ニ

リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
成
鳥
が
今
回
も
散
二
り
岳
西
側
の
旧
軍
用
道
路
沿
い
の

見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
沖
ノ
島
に
ニ
一
ヶ
所
で
二
匹
、
灯
台
直
下
の
登
山

繁
殖
コ
ロ
ニ
ー
が
あ
る
可
能
性
は
こ
追
沿
い
（
標
高
二
三
〇
認
）
で
一
匹
、

依
然
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
港
周
辺
の
海
岸
と
社
務
所
裏
で
二

家
鼠
類
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
五
：
匹
で
し
た
。
小
屋
島
で
は
捕
獲
さ

月
二
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
沖
ノ
了
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

島
で
は
白
岳
砲
台
跡
か
ら
一
の
岳
一
再
び
家
鼠
類
が
沖
ノ
島
の
港
周

西
側
ま
で
の
旧
軍
用
道
路
沿
い
（
区
一
辺
と
林
内
に
生
息
し
て
い
る
こ
と

画
一
）
と
、
一
の
岳
山
頂
灯
台
か
ら
一
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
小
屋
島
へ

旧
社
務
所
位
置
付
近
の
山
林
下
縁
一
の
再
侵
入
は
今
年
は
な
い
よ
う
で

ま
で
の
登
山
道
沿
い
（
区
画
二
）
と
、9
す
が
、
今
後
の
再
侵
入
の
懸
念
が

林
内
中
腹
の
黄
金
谷
周
辺
（
区
画
：
あ
り
、
可
能
で
あ
れ
ば
沖
ノ
島
の

三
）
と
港
周
辺
（
区
画
四
）
で
、
小
屋
i
家
鼠
類
の
駆
除
が
望
ま
れ
ま
す
。

島
で
は
コ
ロ
ニ
ー
周
辺
（
区
画
五
）
で
丁
ホ
ー
ワ
ー
ル
ド
氏
ら
に
よ
る
北
米

行
な
い
ま
し
た
。
生
け
捕
り
用
金
二
C

の
、
ま
た
橋
本
氏
に
よ
る
小
笠

網
製
か
ご
わ
な
を
、
沖
ノ
島
で
は
一
原
諸
島
で
の
家
鼠
類
駆
除
の
実
績

区
画
当
り
二
十
ケ
を
、
小
屋
島
で
丁
こ
今
回
の
視
察
状
況
か
ら
、
沖
ノ

は
六
ヶ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
晩
設
置
し
こ
島
・
小
屋
島
で
は
ど
の
よ
う
な
家

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
鼠
類
対
策
が
今
後

べ
て
ク
マ
ネ
ズ
ミ
で
計
五
可
能
な
の
か
に
つ
い

匹
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
て
、
両
氏
ら
に
検
討

し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
今
後

も
引
き
続
き
沖
ノ

島
・
小
屋
島
の
鳥
類

保
全
に
つ
き
ま
し

て
、
関
心
を
お
持
ち

い
た
だ
け
ま
す
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

1 9 i ] : [ [ I 1i : ] S ヤ : ア｀‘ ” ゑ心↑卜｀、へi... -
g塁胃見翡閾 責〗め旦 ．、 J 

賃馨言晨霊鷹 長塁畠開｝：vi9 , 9 ]器嘉蓋箪祠属………直遣冒声…．．輝麗•おぇ＿ i ヽ 釜｀·、-．i ：福沖進
〗：鼠贋塁塁言竺塁冒召血一、小l口‘ぐ9 `“這SL、:=9.-3 岡

『互Ii叩犀閂冑□99]息；ばロ［［ほ孟そ悶面晨；岱：悶唇；、嘉己富息需？互乱芯虐塁g 9視開
のに 取界、 、窪〖愕之呈百躍堡｀；安虹磁畠歪萎磨匿！F イ貨~

、と、と記世産宗奴ぬ社゜登目、、他室
................................................................................................................................... 

の県し受い拝せ全へ後かた宗視 し晃tミニニ
宝知‘けっした員向、いー像察会て— + + 
で事そナこた、後がか約‘行大に議提郎前五四
あはの。古岩‘掟つー中は社移終出氏ユ年年
る、価沖代陰宗 r た時津、辺つ了さの不度度

進たもにの島は 語新にミ蘊讐国霊胃奥§詞曹夏畠津た後れ顧うのの
屯臀員靡悶扁二畠； f:胃贋目塁畠塁贔翡塁合［ 9] ［畠萎喜 9[] [ 
悶嬰§ ：冒〗贔塁 ょ詞塁皇よ摩腐塁塁 99 研歪盃門農iii!塁ど
贔弩誓醤應り學 こ 9 醤命iii謳嬰詈拿まと、富嘉祠芯魯虐。と浦ま成
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そ
の
結
果
、
九
州
か

る
た
協
会
所
属
の
指

．
し
採

宿
立
氏
が
三
月
に
行
[
i

四
0

一
名
と
な
り
、
今
一
な
わ
れ
た
大
会
に
ー

年
も
三
日
間
の
日
程
で
：
き
続
き
勢
い
に
の
り
、

5

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ニ
一
度
目
の
優
勝
を
勝

戦

八
日
の
大
会
一
日
目
一
ち
取
っ
た
。
ま
た

B

級

勝

は
初
心
者
・
シ
ニ
ア
級
二
り
決
勝
戦
は
同
じ
高
校
決

級

の
試
合
が
行
わ
れ
、
総
二
り
か
る
た
部
同
士
の
_
_
_
_
 一

B

勢
九
十
二
名
が
参
加

□
対
戦
と
な
り
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
試
合
の
末
、

し
、
初
心
者
は
拙
い
な
i
秋
吉
結
衣
氏
が
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
地
元
福
岡

が
ら
も
激
し
く
、
シ
ニ

□
た
け
で
は
な
く
県
外
選
手
も
慣
れ
な
い
環
境
の
中

ア
の
部
は
長
年
か
る
た
こ
菩
戦
し
て
い
た
。

に
慣
れ
親
し
ん
だ
方
々
一
今
大
会
も
規
模
の
大
き
な
大
会
と
な
っ
た
が
、

の
技
巧
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
丁
大
会
関
係
者
・
選
手
の
協
力
に
よ
り
大
会
は
無
事

た
。
一
終
了
。
試
合
中
は
お
互
い
の
主
張
の
ぶ
つ
か
り
合

九
日
の
大
会
二
日
目
一
い
等
が
起
き
て
は
い
た
が
、
試
合
終
了
後
は
互
い

は
高
校
生
・
大
学
生
二
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
来
年
の
再
戦
を
誓
い
大
社

一
般
を
中
心
に
九
州
二
を
後
に
し
た
。

中
国
地
方
か
ら
総
勢

二
0
八
名
が
参
加
し
、

六
月
八
・
九
・
十
六
日
の
三
日
間
二
し

•
D
級
の
試
合
が
行
わ
れ
、
各

の
日
程
で
第
三
十
七
回
小
倉
百
人
二
級
と
も
静
か
な
熱
戦
が
夜
間
ま
で

一
首
か
る
た
大
会
（
主
催
1
1
宗
像
ご
線
り
広
げ
ら
れ
た
。

大
社
、
全
日
本
か
る
た
協
会
、
主
一
十
六
日
の
大
会
三
日
目
は

A
.

管
1
1

九
州
か
る
た
協
会
、
後
援
I
I
iB
級
（
有
段
者
）
の
試
合
が
行
わ

宗
像
市
教
育
委
員
会
）
が
、
清
明
丁
れ
、
九
州
・
中
国
地
方
は
も
と
よ

殿
・
斎
館
で
開
催
さ
れ
た
。

□
リ
、
遠
く
は
関
東
か
ら
も
多
く
の

近
年
の
競
技
か
る
た
ブ
ー
ム
も
一
実
力
者
が
集
ま
り
一
〇
一
名
が
参

冷
め
る
事
無
く
、
年
々
参
加
者
が
一
加
す
る
中
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の

増
え
続
け
昨
年
を
上
回
る
、
『
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

I
D
I

小
倉
百
人

ト
ー

競技風景 於＝清明殿

首
か
る
た
大
会

一騒ら： □喜浩竺は閾贔↑ヽ：ら、：t:`
”ら：ご昇闘｛：：：：：：：：：；................................................................................................................................................................ 

駆＇優勝；こ塁桃塁ば］：、か：t:c::;
匿目優勝］塁芦‘｛言］［；□芯虚：：こ：：｝

黒田 萌絵 （ノートルダム清心中学・広島県）
橋口茜里（佐贅県かるた協会）
北村 可奈 （はかたもみぢ会•福岡県）

勝内田美侑（長与かるた会・長崎県）

冨永 誉子 （中津ややま会・大分県）
......................................................................................................................... 

勝平田恵美（長与かるた会・長崎県）

松木莉子 （中津ややま会・大分県）
勝細川 玲子 （北九州かるた会•福岡県）

疇優

璽優

匿優

劃「宗像大社短歌大会」のこ案内
◆主催 「宗像大社短歌大会」実行委員会 : 〇送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17

◆日時平成25年11 月 17 日（日） i 「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局宛
0小中高生の部… 9:30~11:oo l 「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。
〇一般の部…12:00~15:40 ; 0お問合せ先…上記の送り先へ往復葉書で。

◆会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島2331) 1 ◆選者小中高生の部＝桜川冴子 （敬称略 •50音順）
◆応募方法 ; 一般の部＝青木昭子・桜川冴子・中西輝磨・野田光介
〇詠草…小中高生は1人 l 首。 ; ※講演（一般の部）＝黒瀬珂瀾
一般は 1人2首まで可（未発表のもの厳守）。 B4の400字詰 ; 題目＝「街角の歌一過去から現在へ」
め原稿用紙の右半分に楷書で作品（固有名詞など難読語 ; ◆発表 平成25年11月 17 日（日） 大会当日
にはふりがなを）、左半分に郵便番号・住所（マンション名 ; 選考結果送付希望の方は、結果送付代(50円切手2枚）を同封して下さい。

も）・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記のこと。小中 i ◆賞
高生は学校・学年も明記のこと。 : 小中高生の部＝宗像市長賞他

0出詠料… l首 1,000円 : 一般の部＝福岡県知事賞他

（定額小為替にて。小中高生は無料）。 ; ◆共催 毎日新聞社
詠草集送付のための切手(50円切手2枚）を作品と同封のこと。 : ◆後援 福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・
〇締切日…一 般＝平成25年8月31 日（土） （当日消印有効） : 福津市・福津市教育委員会・宗像大社・宗像大社氏子会

小中高＝平成25年9月 9 日（月） （当日消印有効） ; ※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。
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昭
和
十
九
年
、
榛
名
は
日
本
国
二
の
後
六
月
に
呉
鎮
守
府
争
は
終
結
し
た
。
こ
一

内
に
戻
っ
た
が
、
燃
料
不
足
も
深
刻
：
の
特
殊
警
備
艦
と
な
の
時
、
海
軍
兵
学
校
一

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
十
ノ
ッ
ト
高
：
り
、
呉
港
外
の
江
田
島
生
の
乾
尚
史
は
、
兵
一

速
戦
艦
と
し
て
、
そ
の
力
を
発
揮
一
小
用
沖
に
、
疎
開
繋
留
学
校
か
ら
去
る
時
、
一

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
榛
名
は
了
さ
れ
た
。
し
か
し
二
十
船
上
か
ら
湾
内
の
一

捷
号
作
戦
に
参
加
後
、
昭
和
十
九
ニ
ヰ
七
月
二
十
四
日
お
状
況
を
見
て
い
る
。
i

年
十
一
月
に
内
地
へ
帰
投
し
、
二
十
丁
よ
び
二
十
八
日
に
米
艦
『
緑
陰
二
潜
ミ
シ
一

年
四
月
に
予
備
艦
と
な
っ
た
。
そ
」
載
機
に
、
攻
撃
さ
れ
、
敗
残
ノ
艦
影
ア
マ
一
見
学
を
終
え
て
、
田
村
権
宮
司
口
か
あ
っ
た
。
敵
國
降
伏
の
痕
翰
、
花

多
数
の
命
中
弾
と
、
お
夕
。
先
ヅ
ハ
右
手
二
か
ら
、
神
宝
館
を
案
内
し
て
い
た
二
岡
萬
舟
の
元
寇
の
油
絵
、
復
刻
し

び
た
だ
し
い
至
近
弾
に
曽
遊
ノ
長
浜
海
岸
一
だ
い
た
。
神
宝
館
に
は
、
筈
崎
宮
丁
た
蒙
古
襲
来
絵
詞
、
元
寇
の
蒙
古

よ
り
船
体
が
大
破
し
、
ノ
東
二
見
工
来
シ
ハ
ニ
楼
門
に
揚
げ
ら
れ
て
い
た
「
敵
國
二
軍
の
二
個
の
冑
半
弓
と
矢
、
蒙
古

浸
水
着
低
し
た
」
（
写
左
舷
二
傾
キ
テ
着
底
二
降
伏
」
の
額
。
こ
れ
は
亀
山
上
皇
の
二
早
の
ド
ラ
は
至
元
八
年
(
―
二
七
一
）

真
太
平
洋
戦
争
、
1
0
巻
光
人
社
）
丁
ン
タ
ル
「
摂
津
」
ナ
リ
。
次
イ
デ
左
一
御
痕
翰
（
ご
親
筆
）
三
十
七
枚
の
う
二
立
月
の
銘
が
あ
っ
た
。

「
榛
名
」
は
金
剛
級
四
隻
の
な
か
ニ
キ
遠
ク
ニ
ハ
右
舷
二
傾
キ
テ
着
底
シ
丁
ち
の
一
枚
を
桃
山
時
代
に
模
写
拡
一
福
岡
市
東
区
の
元
寇
史
料
館
に

で
、
最
も
旧
式
な
装
備
の
戦
艦
で
一
タ
ル
ト
オ
ボ
シ
キ
「
磐
手
」
、
頭
ヲ
右
了
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
新
し
一
も
蒙
古
軍
の
甲
冑
・
馬
具
の
鐙
が

あ
っ
た
が
、
最
後
ま
で
生
き
残
り
、
二
＿
返
セ
バ
、
ナ
ン
ト
三
月
前
ノ
乗
艦
一
い
額
と
な
っ
て
い
る
が
平
成
十
三
丁
あ
る
。
愛
媛
県
の
大
山
祗
神
社
に

呉
軍
港
湾
対
岸
の
小
用
海
岸
の
浅
一
実
習
ノ
思
ヒ
出
モ
鮮
カ
ニ
、
横
ザ
マ
一
年
か
ら
十
八
年
に
改
修
工
事
が
行
一
は
、
元
寇
の
際
に
活
躍
し
た
河
野

瀬
に
着
底
し
た
た
め
、
終
戦
後
に
―
二
倒
シ
伏
シ
タ
ル
栄
光
ノ
「
出
雲
」
一
ゎ
れ
、
そ
の
時
に
四
一

0
年
ぶ
り
に
こ
追
有
が
奉
納
し
た
蒙
古
軍
の
冑
や

引
揚
げ
ら
れ
て
解
体
さ
れ
た
」
（
日
二

r

リ
。
相
続
ク
大
艦
ハ
艦
尾
ヲ
沈
メ
[
か
ぇ
ら
れ
た
も
の
で
半
弓
や
矢
が
展
示
さ
れ

本
軍
艦
百
選
）
多
く
の
艦
が
南
海

□
ァ
着
底
ノ
「
榛
名
」
』
と
続
く
。
磐
一
あ
る
。
て
い
た
。
蒙
古
軍
と
の

に
沈
ん
で
い
っ
た
が
、
国
内
で
日
本
二
手
、
出
雲
は
日
露
戦
争
に
活
躍
し
一
額
は
楼
門
高
く
戦
闘
で
戦
功
の
あ
か
し

人
の
手
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
の
は
「
た
装
甲
巡
洋
艦
で
あ
る
。
「
ヤ
ハ
リ
ニ
小
さ
く
見
え
る
が
、
と
し
て
分
捕
っ
た
も
の

幸
運
で
あ
っ
た
。
ニ
ソ
ガ
海
軍
ハ
敗
レ
シ
ナ
ル
カ
、
連
合
一
館
内
で
見
る
と
二
が
伝
世
さ
れ
て
き
た
の

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
一
艦
隊
ハ
潰
エ
シ
ナ
ル
カ
」
（
海
軍
兵
『
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
実
で
あ
ろ
う
。
共
に
貴
重

本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
、
戦
二
学
校
ノ
最
期
・
至
誠
堂
）
こ
孟
早
々
と
し
て
迫
力
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。

（続）

, 
7

い
し
い
た
だ
し

2
 

「参拝規制のお知らせ l

乞

7 月 4 日（木）、午後からは特別

参拝により、下記の通り規制を

させて頂きますので、ご理解と
ご協力の程、何卒宜しくお願い
申し上げます。

［ー親制内容•時間 ] 
●祈願殿及び

第一駐車場以外の立入制限

…………………13:00~16:30 
●祈願中止………13:30~16:30

●神宝館…………終日閉館

●第2駐車場……終日閉鎖

●第3駐車場……関係車輌のみ
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福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
[

空
低
く
雲
墨
色
の
磐
座
の
鶉
が
わ
れ
に
寄
る
恐
ろ
し
さ
[

映
画
「
鳥
」
で
は
な
い
が
、
騰
に
襲
わ
れ
そ
う
な
不
安
を
感
じ
た
i

＿
作
者
か
。
初
句
・
ニ
句
は
〈
墨
色
の
雲
垂
れ
こ
め
る
〉
で
は
。
一

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

一
面
の
青
き
麦
田
の
細
道
を
自
転
車
こ
ぎ
て
良
き
汗
を
か
く
[

春
の
麦
畑
を
走
る
爽
快
さ
が
良
く
出
た
一
首
。
決
ま
り
文
句
の
i

一
良
き
汗
に
も
う
一
工
夫
を
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
[

戦
い
と
飢
餓
も
知
り
た
り
半
世
を
励
み
し
は
ず
の
吾
の
小
さ
き
i

何
か
の
は
ず
み
に
器
の
小
さ
さ
を
感
じ
た
の
か
。
自
分
を
客
観
[

一
的
に
見
る
姿
勢
が
良
い
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
一

一
む
か
し
二
む
か
し
前
の
服
を
着
て
何
は
ば
か
ら
ぬ
吾
に
お
ど
ろ
く
[

お
洒
落
だ
っ
た
作
者
が
今
は
古
い
服
も
大
切
に
着
て
い
る
。
自
~

一
分
で
驚
く
作
者
が
面
白
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
一

キ
ウ
イ
棚
夫
の
作
れ
ば
早
々
と
二
羽
の
烏
が
並
ん
で
止
ま
る
[

｀
は
棚
を
良
い
止
ま
り
木
だ
と
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
早
速
来
[

た
な
、
と
見
て
い
る
作
者
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
~

大
輪
の
椿
一
り
ん
さ
し
た
る
に
今
朝
洗
面
台
に
紅
く
散
り
を
り
i

一
紅
い
椿
が
印
象
的
。
〈
挿
し
お
き
し
大
輪
の
椿
一
り
ん
が
〉
と
語
順
を
変
え
た
い
。
一

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
[

ち
く
り
ん
竹
林
と
た
け
ば
や
し
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
断
然
違
ふ
聴
覚
映
像
[

発
想
が
新
鮮
。
漢
字
で
は
同
じ
字
な
の
に
、
耳
で
聴
け
ば
イ
メ
ー
ジ
が
[

違
う
チ
ク
リ
ン
と
た
け
ば
や
し
。
聴
覚
映
像
は
作
者
の
造
語
だ
ろ
う
。
[

年
宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

酎
m俳

句
¢
作
品
集

◆
選
者
詠

宗
像
市
多
禰
早
川
祥

絶
海
の
哀
し
き
祈
り
海
戦
忌

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

吉
祥
寺
藤
棚
垂
れ
て
虻
の
飛
ぶ

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

燕
来
て
夏
を
知
り
な
ん
軒
先
に

宗
像
市
池
田
森
龍
子

初
鳴
き
の
蛙
の
声
よ
庭
内
は
確
か
な
れ
ど
も
在
り
処
掴
め
ず

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
蛙
の
声
に
姿
を
探
す
作
者
が
見
え
て
く
る
。

二
句
は
〈
蛙
の
声
す
〉
に
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

五
十
音
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
緒
を
見
れ
ば
宇
宙
は
あ
つ
！
と
始
ま
り
ぬ
べ
し

発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
。
だ
が
宇
宙
の
始
ま
り
に
結
び
付
け
る
に
は

今
―
つ
説
得
力
が
欲
し
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

野
茨
の
花
盛
り
な
る
切
り
岸
を
過
ぐ
れ
ば
間
な
く
君
の
家
な
り

茨
の
咲
き
盛
る
崖
の
先
の
家
を
訪
ね
る
作
者
。
結
句
を
〈
君
の
住

む
家
〉
と
し
て
も
良
い
。

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

故
郷
の
訛
り
な
つ
か
し
友
集
い
ア
ー
ト
が
結
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

旧
友
の
懐
か
し
さ
。
二
句
以
下
を
〈
ー
な
つ
か
し
き
友
集
う
ー

わ
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
〉
。

梅
雨
寒
の
夜
半
に
わ
が
膝
祇
め
を
れ
る
猫
の
と
げ
も
つ
舌
あ
た
た
か
し

休
日
を
二
階
に
こ
も
り
仕
事
す
る
夫
の
あ
し
お
と
天
井
に
聞
く

所
〒
八
―
-
|
―
二
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

一鉗飢UJi』•一

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

ー
彗
、
い
冒

小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
。
小
生
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
「
北
限
の
海
女
」

を
題
材
に
し
た
話
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
当
地
に
も

「
海
女
」
が
存
在
す
る
了
県
内
随
一
の
水
揚
げ
を

誇
る
漁
師
町
で
あ
る
宗
像
市
鐘
崎
。
諸
説
あ
る

よ
う
だ
が
、
こ
の
鐘
崎
は
「
西
日
本
の
海
女
発
祥

の
地
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
▼
女
性
が
素
潜

り
で
貝
や
魚
を
漁
獲
す
る
海
女
文
化
は
韓
国
の

済
州
島
と
日
本
に
し
か
な
い
と
言
う
。
外
国
と

の
文
化
の
出
入
り
口
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
、
韓
国

済
州
島
の
海
女
漁
が
伝
わ
り
、
こ
れ
が
航
海
術
に

秀
で
た
宗
像
海
人
族
に
よ
り
、
日
本
海
側
沿
い
に

広
め
ら
れ
、
遠
く
は
石
川
県
の
輪
島
に
ま
で
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
ァ
も
う
す
ぐ
宗
像
七
浦
も

海
開
き
が
行
わ
れ
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
海

遊
び
に
疲
れ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
探
し
て

見
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
宗
像
の
海
に
は
古
代

の
ロ
マ
ン
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
（
鈴
）

つ● なみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前 11 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）

盟栄舞奉奏(1 5 日）
........................................................... 

26日第58回中津宮七夕揮竜会
午前9時～於＝大島・中津宮
............................................................ 

31 日夏越の大祓神事
午後5時～大祓式於＝神門前

引き続き

夏越祭於＝本殿
............................................................ 




